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1.近年､KDN含有糖鎖がニジマスの卵子哀層のポリシアロ糖蛋白質
から兄い出された｡このKDN含有糖鎖はシアル酸含有糖鎖の生合成過
程と同様､シンセクーゼによりCMP-KDN(1)の合成後､さらに
トランスフェラーゼによりCMP-KDNが糖鎖に転移して生合成され
ていると推論されている｡そこで演者らは､この糖供与体として考えら

れるCMP一一KDN(1)の化学合成法が
確立できれば､KDNならびにそのアナ
ログを糖鎖に組み込むことが可能となり､
氏DN含有糖鎖の生理学的蔑能を解明す
るうえで有岡であると考え､ (1)の合成
について検討を行った｡
2.まず､2位のみ遊離なKDN(2)とシチジン一一5~ -アミダイト
誘導体 (3)を酸触媒により縮合奴応を行い､フォスファイト誘導体
(4)を合成したO次に (4)の分子内リン原子を酸化し､フォスフェ

ート誘導体 (5)を合成したOさらに脱シアノエチル化 ･脱アセチル化
を行い､CMP-KDN(1_)を得た｡これによりCMP-KDNの簡
便な合成法を初めて確立することができた｡
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